
1

2020年度徳島県シルバー大学校・大学院「Ｗｅｂ講座」/2020年９月２９日

徳島藩の測量家・岡﨑三蔵と

分間絵図の世界

羽山 久男（徳島地理学会）

本講座の目的

1．近世後期には実測に基づく精度の高い絵図が
德島藩で作製された⇒絵図作製先進藩（德島・熊
本・佐賀・萩・鳥取・金沢藩）

2．正確な実測図である分間絵図（村絵図・郡図・国
絵図）を完成させた阿波の測量家・岡崎三蔵父子。

3．約50年（1800～50年）かけて阿波淡路約860ヶ村
を測量⇒分間村絵図作製。

4．分間村・郡・国絵図で近世後期の阿波・淡路の
歴史を読む。

5分間絵図で精密に復原できる近世後期の阿波・
淡路の村や町の自然・文化景観、生活空間
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１．近世後期に実測に基づく驚くほど正確な阿波・淡
路両国の国・郡・村分間絵図を作製した德島藩の天
文方（絵図方）岡崎三蔵父子

（１）享和～嘉永期（１８０１～５３）⇒約50年間⇒藩挙
げての絵図作製事業⇒阿淡両国約148ヶ村（17％・
約171点の分間村絵図が現存（2018年現在）

（２）阿波国約６００ヶ村＋淡路国約２６０ヶ村⇒約８６
０ヶ村を実測⇒縮尺1，800分の1（絵図面2寸：1町）

（3）分間村絵図から分間郡図（縮尺18，000分の１、
絵図面２分：１町）を編集⇒阿淡12郡の内、阿波国三
好郡・海部郡を除く10郡現存（約16点）

（4）分間郡図を編集⇒分間国絵図（縮尺4.5万分の１
＝2寸：１里。9万分の1＝2寸：50丁）現存約12点

明治3年（1870）阿波国全図（木版図、縮尺1/45,000、徳島県立図書館蔵）

那賀川

徳島

吉野川

撫養

花弁型方位盤

讃岐国境村名

凡例
・絵図面二分一町
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の村境を示す

・山地・平地・河川流
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徳島県の地帯構造（国土地理院）

剣
山

阿波国分間絵図（縮尺9万分の１、
谷家文書84×119ｃｍ德島県立文
書館寄託）

朱筋道
青 水
黄 山
薄墨 川原
絵図面 2寸1
里

・郡境・村境
・平地・山地・海岸地形

・国境の讃岐・伊予・土佐の村
名
・約600ヶ村の村境
・河川・山麓線・川筋・

・海岸地形・新田・塩田・砂州・
沿岸州・干潟（ラグーン）
・主要街道

隣接する讃岐国の村名
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阿波国分間絵図（吉野川下流平野、1/90,000、谷家文書、徳島県立文書館寄託）
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別宮

名東郡分間郡図（1/18,000、四国大学附属図書館蔵）

別宮口

板野郡

名西郡

勝浦郡

別宮川→

眉山

津田口

籠口

←郡境隣接村

園瀬川→

府
中
村

徳島城寺
町 沿岸州

文化9年（1812）板野郡分間郡図（縮尺18000分の1）、三木文庫蔵）
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文化13年（1816）那賀郡分間郡図（阿南市史編纂室蔵）
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美馬郡祖谷山郡図（縮尺1/18000, 個人蔵）
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文政元年（1818）美馬郡脇町分間絵図（美馬市教育委員会蔵） 文化庁選定・重要伝統的建造物群
保存地区

猪
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岸
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郷町・在郷町（脇町・
池田・撫養・市場・川
島・小松島・冨岡・和
食・日和佐・鞆）

文政元年美馬郡脇町分間絵
図（美馬市教育委員会蔵）

吉野川→ うだつの町並（重要伝統的建造物群
保存地区）

脇城趾

河岸

大
谷
川→

中上位段丘面

撫養街道

舞中島村との論所花弁型方位盤

花弁型方位盤
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例
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美馬郡岩倉村分間絵図（縮尺1800分の1、美馬市教育委員会蔵）
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淡路国津名郡机畑村分間絵図（北淡歴史民俗資料館蔵）
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1．実測に基づく精密な分間絵図を作製した阿波
の測量家・絵図巧者岡﨑三蔵の実像

1）享和（１８０２）～嘉永期（１８４９）における徳島藩
の実測分間絵作製事業→藩政文書・測量記録等は
ほとんど現存しない

2）藩天文方岡﨑家の事績の記録に関する定説や過
去の研究史の再検討をする必要あり

3）岡﨑三蔵宜陳（4代）・夫左衛門宜平（5代）が作製

した阿波・淡路の現存する実測分間絵図の原図（控・
写図）等を空中写真等との比較

4）岡﨑三蔵宜陳著（稿本、寛政11年＜1799＞）『南
阿測地法 一～七巻』から岡﨑家測量術を紹介

２．近世後期の先進藩における実測村絵図
の作製

1）熊本藩（享和～嘉永期）藩天文方、池部長十郎・啓太父子、「手
永図」、縮尺1/6，000～1/14、000

2）佐賀藩（天明～嘉永期）作製者不詳、「郷村図」、1/600

3）萩藩（享保～天保期）藩絵図方頭井上武兵衛・有馬喜惣太、
「一村限明細絵図」、1/3,600

4）鳥取藩（文化～弘化期）側用人郡代加藤主馬・在吟味銀役磯
岩文次郎・野間鹿蔵、「田畑地続全図」、1/600

5）金沢藩（寛政～天保期）越中射水郡高木村十村・郡縄張役

石黒信由、「内検地領絵図」、1/1,200～1/2,000

6）徳島藩（享和～嘉永期）：1/1,800、の藩天文方4代岡﨑三蔵陳
（のりぶ）、5代夫左衛門宜平（のりひら）、1/1,800

７）熊本・佐賀・萩・鳥取・金沢藩は地方改革の一環として村絵図
が作製されたが、徳島藩の場合は明確な目的なし
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3．徳島藩の分間絵図作製事業
１）明治４０年（１９０７）『阿淡御両国絵図面』（稿本、徳島県立図書館
蔵）

2）寛政9年（1797）岡﨑三蔵宜陳→藩天文方命ぜられる

3）測量法・製図法：清水流派の規矩術とされるが→樋口権右衛門（長
崎）の系統で、清水流ではない文村井昌弘『量地指南』（享保18年
/1733）、寛政9年/1797）影響大と考える

4）享和２年（１８０２）撫養より測量開始。

5）文化５年（１８０８）３月４日～４月１９日、第６次伊能忠敬測量隊（撫養
～宍喰）に夫左衛門宜平を助手として潜入させる→伊能の測量術は徳
島藩と同水準→測量器具高い精度（小放儀・軸心磁石台＝強盗式磁石
台に注目）

6）文化５年「徳島御山下分間絵図」（文化８年完成、1/3,600）

7）天保２年（１８３１）阿波国絵図完成、*文政１１年（１８２８）「阿波御国
絵図」（1/90,000）

8）天保３年（１８３２）岡﨑夫左衛門宜平、淡路国絵図作製命
ぜられる→弘化4年完成（嘉永２年・明治３年の図あり）

４．徳島藩の分間絵図の縮尺

１）分間村絵図＝絵図面２寸1町＝縮尺1/1,800、6尺1間、
60間1町、50町1里、村の外周計測(積数）、測量基準点から
の山の直立高（町間数）を明示、村境の確定、廻り検地

２）分間村絵図より編集→分間郡図（絵図面2分1町、
1/18,000）

３）分間郡図より編集→分間国図（絵図面8厘1町、1/45,000、
絵図面2寸50町（1里）1/90,000＝文政11年）

４）精密な測量に基づく分間村図→分間郡図→分間国図の
プロセスで実測図を作製したのは徳島藩のみ（平井2014）

５）石黒信由、海岸・街道筋の測量で郡図作製→加賀・越
中・能登国図→加越能三州図。
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５．徳島藩分間絵図の精度

1）平井松午（2014）→那賀郡岩脇村分間絵図＋文化10年勝
浦郡樫原村・久保村・野尻村・田野々村分間絵図の精度検
証（ＧＩＳソフト、ジオリファイン機能による補正）→誤差3.42～
5.17％（「実測分間絵図に関するＧＩＳ分析」平井他編著『近
世測量絵図のＧＩＳ分析-その地域的展開-』）

2）羽山久男（2017）→徳島藩作製の文化～天保期阿波淡路
両国の分間村・郡図・国図内51点の距離と方位の精度検証

３）昭和30～40年代撮影の空中写真（縮尺１/5,000程度）・都
市計画図・自治体全図、2.5万分に１旧版地形図、2.5万分の
１・５万分の１地形図との比較

４）絵図と比較図（1点につき約15～20地点間）との南北・東
西・対角線距離と方位の比較

６．精度検証結果（極めて高い）

１）阿波国内村絵図（24点）：南北・東西・対角線0.22～
9.97％（最大値）、方位0度～7度

2）淡路国内分間村図（9点）：南北・東西・対角線0.20～
7.81％（最大値）、方位0度～6度

3）阿波国内郡図（9点）：南北・東西・対角線0.14～8.81％（最
大値）、方位1度～4度

4）淡路国内郡図（2点）：南北・東西・対角線0.37～6.86％（最
大値）、方位2度～3度

5）阿波国図（6点）：南北・東西・対角線0.23～6.43％（最大
値）、方位1度～5度

6）淡路国図（2点）：南北・東西・対角線0.28～2.77％（最大
値）、方位0度～3度

7）鳥取藩文政期郡図誤差10％程度（塚本2014）
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7．徳島藩分間絵図の作製目的・資料的意義

１)作製目的→行政基本図としての機能

２）村・郡境の確定、他村の飛地・論所の明示

3）村・郡境・街道・道筋だけでなく内部空間を実測

4）絵画的表現ではなく、平面的に山地と平地等の地形区分
→近代測量地図のさきがけ

5）土地利用区分→田・地面畠（畑）・荒地・藪・草渡地
（採草地）

6）微細な村落景観・生活空間（民家）・寺社・小祠等の宗
教的景観）の空間的構造

7）主なランドマーク（一里松・制札場・主な社寺）

8）絵図資料のみならず、総合的な歴史資料としての意義→地域
史との関連、地方文書との摺り合わせ→村落の空間・社会構造

８．阿波国内の現存分間絵図

1）分間村絵図（控図・写図・下図）：約72ヵ村・77点（阿
波国藩政村595ヶ村の12％）

2）作製年紀が記されるのは43点（55.8％）

3）分間郡図9点（三好郡・海部郡を除く8郡図現存/阿
波国10郡）

4）天保２年（１８３１）阿波国図完成→文政11年（1823）
約6点現存（１/９０,０００）

５）縮尺45，000分の１・明治3年阿波国全図（木版図）

6）分間絵図の作製事業＝文化3年（1806）～文政11
年（1828）頃→5年後に淡路国分間村絵図着手
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③天文観測（北極
星との角度）
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量

伊能中図（２１６０００分の１）
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德島城下文化５年３月１１日

日和佐４月９～１０日

岡崎村３月１６～１９日

小松島浦３月２５・２６日

橘浦３月２９～４月１日
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文化10年勝浦郡分間郡図（1/18,000、徳島大学附属図書館蔵）
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１０．勝浦郡八重地村分間絵図（部分、1/1,800）

文化10年勝浦郡八重地村市宇村分間絵図、八重地村在所分、1800分
の１、上勝町役場蔵）
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１１．八重地村付近の空中写真（1968年、クモソウ山-520 Ｃ-6-10、
1968、トクシマケン）
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弓道名
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（美馬市木屋平総合支所蔵）
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弓
通
橋
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1.

樫原村分間絵図（部分、上勝町役場蔵）
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勝浦郡樫原村中心部の空中写真（1968年）
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山
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明治9年（1876）改正勝浦郡生実村（樫原村）４第13号字松尾地面明細図（縮尺600分の1、
51×52ｃｍ、上勝町役場蔵）

墓
地

田

畑

山

道

東

北

山

田



19

棚田景観：勝浦郡樫原村

明治9年（1876）改正勝浦郡生実村（樫原村）
第11号字白鶴地面明細図、80×39ｃｍ）

重
要
文
化
的
景
観

樫原の棚田景観（文化庁
選定・重要文化的景観

民
家

道
畔

･朱筋 通
・青 谷川
・黄 墓地
・白 耕地宅地
・緑 山林
・― 同地番の繋ぎ

縮尺8厘・1間（約750分の１）
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明治9年（1876）改勝浦郡野尻村第2号字下野137番田9畝25歩17枚（ィ～レ）内
冷水路17歩、持主宮内寿三郎、上勝町役場蔵、27×36ｃｍ）

三斜法
で丈量

棚田と集落景観（瀬津村府殿名付近、
上勝町役場蔵）

若
宮

地
蔵

樫山大明神
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天
王
社

観
音

地
蔵
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文化9年名西郡分間郡図（1/18,000、個人藏）
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名西郡神領村分間絵図（野間谷川・高根谷川部分、1/1800、徳島県立博物館蔵）
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野間名・谷名・筏津名付近の空中写真（１９６８年）
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大
粟
家

京

神領村野間北両名御仮御検地
絵図面（大粟家文書、1/1,600、
徳島県立博物館蔵)

鮎喰川→
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門吉
野
川→

合紋

伊沢田
畑

南

北

西

東

←伊沢谷川

23.文化５年阿波郡伊沢村分間絵図（在所分。個人
藏）

阿
讃
山
脈

←大久保谷川

田

24．文化11年那賀郡古毛（こもう）村分間絵図（1/1800、徳島大学附属図書館蔵）

凡
例

水制

旧河道

方位盤

岩脇村（那賀郡）

上
大
野
村
飛
地

那賀川北岸用水

勝浦郡

取水口

上
大
野
村



24

下

岡﨑三蔵改の註記有
（栗本家文書）

小松島湾

西
開 中

開

元
開

栗
本
家

和
田
津
社

実測図・文政期作製、１/18，000四国大学
附属図書館蔵、

小松島浦

和田島村

坂野村

郡
境

金磯新田

26

和
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津
新
田

和
田
津
社

分
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砂
州

（御
林
）
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新田外周境の測量点（廻
り検地図）

第
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新
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27

和田津新田

金磯新田

和田津神社

24

栗本家



26

33．淡路国内の現存分間絵図

1）現存分間村絵図→68ヵ村/72点（淡路国藩政村２５６ヶ
村の約２７％）
2）津名郡分間村絵図→21ヵ村/26点
3）三原郡分間村絵図→44ヵ村/46点
4）淡路国の分間村絵図作製事業は阿波国が終了した
文政6年より約5～13年後の文政11年～天保12年
5）淡路国の分間村絵図、全村絵図に控図（凡例）あり、
阿波国の場合は控図・写図・下図等である点で異なる
6）阿波国の分間郡図は文化13年にほぼ終了、津名郡・
三原郡ともに嘉永2年（明治7年写）、阿波国よりも約20
年遅い
7）淡路国図は嘉永2年・明治3年（木版図）の2点で、阿
波国の文政11年よりも約20年遅い
8）淡路国と阿波国を比較して表現内容・精度は同じ

嘉永２年津名郡分間郡図（明治7年写、1/18、
000、須本市立淡路文化資料館寄託）

由良浦
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嘉永2年（明治7年写）津名郡分間郡図
（北部、1/18,000）

斗之内浦

志筑

育波→

嘉永2年（明治7年写）三原郡分間郡図（1/18，000、洲本市
立淡路文化史料館寄託）
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嘉永2年（明治7年写）三原郡郡図沼島浦部分（1/18,000、洲本市立淡路文化史料館寄託）

花弁型方位盤

御
番
所

嘉永2年（明治7年写）三原郡分間郡図（三原平野部分、1/18,000）
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嘉永2年（明治7年写）津名郡分間郡図（1/18，000
須本町

炬口浦・塩屋村・津田村・下物部村・上物部村付
近）
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天保7年（1836）津名郡斗ノ内村・斗ノ浦分間絵図・/1，800、北淡歴史民俗資料館蔵
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天保7年（1836）津名郡斗ノ内浦分間絵図（部分）
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天保7年津名郡斗ノ内村分間絵図１/1800）
800）
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弁
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44．津名郡斗之内村・斗之内浦付近の空中写真（1963年、国土地理院
ｋｋ-63-5、Ｃ6-5）

斗之内浦

斗之内村

斗之内大池

斗之内川

千谷川

青谷川

古城跡浅野漁港

北

南
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天保7年津名郡斗之内村斗之内浦分間絵図凡例、36町＝１里、外周＝9813ｍ・村高＝
618石余）、

播磨灘

斗之内村の棚田と溜池景観（２０１４年）

潅漑面積０．５ｊへ木タール未満の特定外溜池、
淡路２２７９２ヶ所の約９１％、個人持・数人持）
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１）地形：津名丘陵→保水力の弱い小河川
２）斗之内浦→斗之内川・千谷川の扇状地、標高０～１０ｍ
３）斗之内村（標高５０～２２０ｍ）→溜池３７ヶ所、最大「斗之内大池」
４）斗之内大池→弁財天・明王寺・観音堂・井出口
5）斗之内大池→上手に17ヶ所の溜池群（最高標高２５０ｍ）
６）斗之内大池上手の棚田の枚数→絵図１９枚、空中写真約３０枚→
絵図の棚田表現に省略あり（急傾斜地）
７）段々畑→絵図１７枚、空中写真約１９枚
８）淡路島の溜池数（１９７９）→２５，０４１ヶ所、水田１００ｈａあたり２３
６ヶ所（全国最大）
９）淡路水田面積→１０,６１０ｈａの約７６％が溜池灌漑依存（兵庫県
約４６％、全国約11％）

47．天保７年、斗之内村斗之内浦分間絵図溜池群

文政12年（1841）三原郡上内膳村・下内膳村分間絵図（１/1,800,淡路人形浄瑠璃資料館蔵）

先山千光寺・高直立二百五十一間）

下内膳村

上内膳村

参
詣
路

参
詣
路
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三原郡下内膳村・上内膳村付近の空中写真（2010年）

←先山千光寺

下内膳村

上内膳村

池

池

文政12年（1829）三原郡下内膳村分間絵図部分、淡路人形浄瑠璃資
料館蔵・部分）
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51．阿波の測量家・岡﨑三蔵の事績・測量術

1）徳島藩領阿波・淡路の実測に基づく分間絵図作製事業→享和2年
（1802）～嘉永2年（1849）頃、藩天文方（絵図方）の岡﨑三蔵宜陳（4
代）、夫左衛門宜平（5代）。
2）岡﨑家歴代の事績・測量術の記録
①『図解 南阿測地法 一巻～七巻』→稿本、測量術、寛政11～文化9
年頃、三蔵宜陳著、個人藏・徳島城博物館寄託
②『図解 南阿量地法国図附録 全』→徳島県立図書館蔵、呉郷文庫、
稿本、絵図仕立法・測量器具等、三蔵宜陳著、享和2年以降と推定、
上書の一部収録か『紅
③『紅毛流 規矩元法図解 下巻』→県立図書館蔵、稿本、宜陳著、
根発術図解、文化9年頃
④『岡﨑家文書集 全』→日本学士院蔵、稿本、整理番号5819、明治
40年手稿・大正11年写
⑤『阿淡御両国絵図面』→徳島県立図書館蔵、呉郷文庫、稿本、明治
40年写

岡﨑三蔵の研究史
１）三上義夫（1947）『日本測量術史の研究』→岡﨑家文書の一部を疑
問視

2）『徳島県史 第三巻』（1965）

3）『名東郡史』（1960）

4）『鳴門市史 中巻』（1982）

5）川村博忠（1992）『近世絵図と測量術』

6）佐光昭二（2007）『阿波洋学史の研究』

7）矢守一彦（1984）「江戸前期測量術史瑭記」

8）平井松午（2014）「徳島藩の測量事業と実測分間絵図」『近世測量
絵図のＧＩＳ分析-その地域的展開』→測量事業の展開過程とＧＩＳ分析
による精度の高レベルの実証的研究

9）羽山久男（1993）「徳島藩の分間村絵図・郡図について」、（2010）

「勝浦郡樫原の棚田景観と実測分間絵図・地租改正地面明細図につ
いて」、（2011）「近世阿波の実測分間村絵図と山村景観」等

10）羽山久男（2015）『知行絵図と村落空間』古今書院

１1）羽山久男（2019）『德島藩分間絵図の研究』古今書院
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初代岡﨑治兵顕祖の事績と徳島藩家老長谷川越前
の知遇で徳島に来たとする事績

1）岡﨑家の事績を記録『岡﨑家文書 全』明治40年9月岡本
斯文手稿を大正11年に岡﨑家の蔵書を高橋文平筆写

2）『阿淡御両国絵図面』明治40年2月に國 衛筆写

3）明治末～大正期に岡﨑家事績を編集

4）『文書』と『絵図面』、岡﨑家初代治兵衛顕祖（元和3～元禄
13年）紀州和歌山の人、寛永16年8月5日長崎出立

5）長崎で長崎樋口権右衛門（乾貞）から天文学・文学修業

6）寛永18年3月10日、徳島藩家老の長谷川越前貞雄が樋口
権右衛門方同宿し、岡﨑治兵衛と相諭

7）『絵図面』、正保2年2月家老長谷川越前の客分として徳島
に来たる、高100石で遇さる

家老長谷川越前長崎遊学に対する疑問点（１）

１）長谷川越前（禄高400７石）・2代藩主忠英（ただてる）治世
下（寛永15年/1638、6人家老体制）

2）慶長18年（1613）2月～万治3年（1660）5月家老職

3）『阿波藩幹譜』（稿本）の長谷川越前事績、寛永18年
（1641）の長崎遊学の記録なし

4）寛永10年（1633）「海部騒動」、越前はその当事者として正
保3年6月（1646）までその渦中

5）『藩幹譜』長谷川、正保3年1月12・24日、老中・側御用人・
大目付列座、益田豊後長行と対峙し、勝訴

6）『藩幹譜』、長崎に遊学、寛永18年2月15日体調不良、家
老職辞し、忠英から「年来、苦身の仰せあり、御刀給わり」
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家老長谷川越前長崎遊学にたいする疑問点（２）

1）『阿淡路年表秘録』長谷川越前記録→長崎遊学の記載なし

2）寛永2年（1635）「淡路須本へ罷越、御普請絵図申付候様

被仰付」（『絵図面』）

3）寛永13年6月9日「須本絵図御用ニ付絵師召連須本江罷越」（『絵図
面』）

４）寛永１８年２月１５日「願之通御政事御免御刀被下」と越前長崎に遊
学したとされる寛永18年3月10日の『絵図面』『文書』の内容は極めて
不自然（蜂須賀家文書「賞罰帳」に記録なし）

4）江戸在府中藩主忠英が国許家老の長谷川越前に宛の書状・蜂須
賀家文書「忠英様御代草案」、寛永13～同19年、55通、寛永16年4月
13日～11月8日39通、寛永17年正月～11月6通、18年8月27日～7日
～19年2月2通、合５５通の多数

5）寛永～正保期、長谷川越前は忠英を支える重要なブレーンの1人で
あり、長崎遊学はあり得ない。

岡﨑三蔵事績の疑問点（３）

1）『絵図面』『文書』、正保2年（1645）2月に長谷川越前の

誘いに応じて「阿波江来ル、当分客分トシテ居リ候、壱ヶ年
御手当トシテ高百石ヲ賜ル」→平井松午（2014）も指摘、禄
高4007石の家老越前が岡﨑に本藩の高取諸奉行格（高50
～100石）相当する100石を与えとする点は大いに疑問。

2）『絵図面』、岡﨑家の徳島藩に対する測量術伝授の功績、
「五人扶持方御支配十三石」の無足（4代三蔵宜陳）「賞罰
帳」になし

3）『絵図面」に「御手当、ニ季に銀札六貫目宛、筆墨絵具
料一ヶ月手当ハ六百目宛」、諸手当加正米3百43石、年正

米に当時の換算、宛高の3分の１の114石、岡﨑、不満
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56．蜂須賀家文書「賞罰帳」にみる岡﨑三蔵事績の疑
問点（4）

1）『絵図面』『文書』寛政9年（1796）8月15日、無足藩士取立、
「阿波国御絵図御用被仰付」の事績、「賞罰帳」になし

2）「賞罰帳、寛政四～文化十二年」岡﨑の記載なし

3）「御國賞罰御帳、寛政四～文化六年」同上なし

4）『文書』文化８年（１８１１）８月１５日、御山下絵の完成「蜂

須賀侯ヨリ黒羽二重御召御紋付及ビ御羽織共御結構ヲ賜ハ
リタリ」（「賞罰帳」になし）

5）「蜂須賀様、西ノ丸御馬場ニテ御見分ニ相成リ、其際直々
高百石ヲ賜ハリタリ」の事績は「賞罰帳」になし、

6）「賞罰帳」文化元年（1804）2月11日「御番人、岡﨑冨左衛

門、小奉行格ニ御取立三人扶持方御支配七石被下置御目付被
仰付」岡﨑と別人物（番方の無足、岡﨑は役方の無足）

57．岡﨑家系譜の疑問（5）
1）無足の岡﨑家の初出、「文政十一年、徳島分無足以下分
限帳」（『徳島藩職制取調書抜 下』）の「本〆支配御番人」
（133人）→「御番人」無足の番役で岡﨑ではない

2）『家臣成立書并系図』2家の岡﨑家あるが、岡﨑源右衛門
（7代）＝禄高80石・西ノ丸御番役、岡﨑冨左衛門、

3）寛政５年（１７９３）、６代民十郎（禄高80石、御広間加番）
は冨田で屋敷9畝余を拝領、岡﨑夫左衛門宜平とは別人物

4）平井（2014）天保14年（1843）岡﨑富左衛門が無足から小
奉行格に昇進した可能性があり、この人物が岡﨑家5代夫
左衛門宜平に相当すると推定が、『徳島藩士譜』ではこの冨
左衛門の初代・冨左衛門、文化4年（1804）に御作事手代か
ら奥目付役（無足）に昇進しており、4代小半太は明治2年
（1869）に冨田屋敷日帳役（無足）を拝命していることから、
岡﨑夫左衛門とは別人物と考えられる
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『図解 南阿測地法 七巻』にみる岡﨑家の測量
術

○岡﨑家の測量術書

①『図解 南阿量地法国図 全』（稿本、徳島県立図書館蔵、
呉郷文庫）→享和2年（1802）以後の著作

②『紅毛流 規矩元法図解 下巻』（稿本、徳島県立図書館
蔵、呉郷文庫）→文化9年（1812）頃

③『図解 南阿測地法 一巻～七巻』（稿本、個人藏、徳島
市立博物館寄託）→寛政11年（1799）秋頃（完本で残る）

59.『南阿測地法 巻一～巻七』（個人藏）
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60．『南阿測地法 七巻』の構成

１）七巻合＝243条

2）『巻之一』（三格）→三格・八式・目録・機器

3）『巻之二』（42条）→見盤術

4）『巻之三』（38条）→方針術

5）『巻之四』（32条）→根発術

6）『巻之五』（46条）→武器町見（鉄炮・矢）

7）『巻之六』（31条）→民間町見

８）『巻之七』（54条）→国図用法（絵図仕立法）

61．『南阿測地法 巻一』（測量器具１）

わ
く

けんばん

お
お
ま
る

せ
ん

一支三〇度

わ
く

せ
ん

ほういばん

方9寸

径
8
寸

惣
高
2
尺
5
寸

横1尺2寸
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21．『南阿測地法 巻一』（測量器具2）
62『南阿測地法 巻一』（測量器具2）

ほうしんけた

や
ぐ
ら

ぶんかつみせん

し
る
し
さ
お

こ
う
ば
い
じ
ょ
う
ぎ

長2尺

高
3
寸

方5寸

傾
斜
・
勾
配
測
定

小丸・磁石径2寸５
分

小丸（磁石）

桜板の正中に径４寸糸で十字、小
丸の方位を決める穴あけ東西南北
記

63『南阿測地法 巻一』（測量器具3）

か
ね
じ
ゃ
く

け
ん
な
わ

し
る
し
く
い

か
ち
く

こんぱす じ
ょ
う
ぎ

長
60
間長5寸幅7寸

長
1
尺
5
寸

土地の高低正す

量
高
桁
・量
低
術
・割
番
術

図上の大きさ・距離測定

対
象
の
長
測
定
・比
較
し
て
測
定
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64『南阿測地法 巻五』（測量器具4）

し
る
し
く
い

麻
糸
・１
間
ご
と
に
印
・長
さ
60
間

65.『南阿測地法 巻五』（測量器具・鉄炮盤）

てっぽうばん・
戦場における望敵
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66．『南阿測地法 巻七』（測量器具・虎放器）

一
支
一
二
〇
度
・一
分
三
度

岡﨑家の測量器具では十二支360度目盛の磁石台は使用しなかった。伊能忠敬
が使用した小放儀は軸心磁石台と呼ばれ十二支（円周）を120度・240度・360度の
目盛で等分した3種類があるが、文化8年（1811）から360度目盛の「強盗式（がんどう
しき）磁石台を使用し、伊能図の精度を高くした。

67．『南阿測地法 巻七』（測量器具・海磁尅盤）

伊能忠敬が使用した小丸磁石と同じ

方4寸厚3分、十二支を等分した一支
30度を10分の目盛り刻む3度最少、
甲斐『駒蔵『量地図説』（嘉永5年）、
村井昌弘『量地指南 後編』（寛政9
年）とも一支30度、一分3度としている。
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68．『南阿測地法 巻七』（測量器具・線香台・定香盤）

ろ
う
こ
く

砂出量で時刻を
量る

23．甲斐駒蔵編『量地図説 下』の測量器具

69．甲斐駒蔵編『量地図説 下巻』の測量器具

上図は十二支120度、一支30度、１分３度の目盛である。岡﨑家には天保期に測量斑の一員で
あった森清介（天明3～文久3年）が使用した小放儀と象限儀・根発等が伝存するが、十二支120
度・一支30度である。
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70．村井昌弘『量地指南 巻一』「四品（しひん）の標（し
るし）の事」

目的までの障害物がない場合の距離を測る（左右正開法）

見
込見

通

見
返

再
見

目
的

本
座

開
地

見
込

見
通

見
返

全
図

71．「南阿測地法 巻二』「知山之高術」

目
的

望
的

地径
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72．村井昌弘『量地指南 巻四』「知山高程」

高
三
十
一
𠀋

斜
登
二
百
五
十
間
直
立
百
五
十
間
ナ
リ

平ト坂上ト均

二間半

一
間
半

三
𠀋
標
木

三
尺
標
木

25．『南阿測地法 巻二』「見盤術」の「隔沼河ヲ隔テ開地ヲ
求ル術『

南
阿
測
地
法

巻
二
』「沼
河
ヲ
隔
テ
開
地
ヲ
求
ル

術
」73．『南阿測地法 巻三』「知地形高昇術」

平町術

仮目的

見
透
土
地
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74．『量地指南 巻二』「量盤術遠近法 上」の
「残子一開方」

種
印

係印

求程七十五間

以
種
子
量
知
開
除

く
三
十
間

75．『南阿測地法 巻二』「沼河隔開地ヲ求ル術」

目
的
望
的

種
印
残
印

開
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開
地

本
座

求
程
六
十
五
間
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76．『南阿測地法 巻二』「三重開術」

本
座

一
開

二
開

三
開

目
的

求
程
十
町

一

二
三

四

五

六
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77．『南阿測地法 巻三』「陰ノ目的廻節ノ術」

屈
曲
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78．『南阿測地法 巻六』「知山ノ貫ヲ術」

甲
村

乙
村

見盤術（平町術）六分一町の分間
此間十九町半

九
町
半

九
町
半

四
丁
半 五

町

79.『南阿測地法 巻三』「隔沼河開地ヲ求ル術」

本
座

午
五
分

卯五分

開
地
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亥
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寅
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求
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二
町
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間 小
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80．『南阿測地法 巻三』「量山ノ高術」

求
程
五
十
間

作
法
盤
」

方
位
勾
配

81．『南阿測地法 巻二』「知谷深術」

本
座

目
的
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五
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迄
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←

相
似
三
角
形
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31．

82．『南阿測地法 巻三』「知谷深術」

求
程
五
十
間

方位・勾配（高倍）

本
座
・
山
上

谷
底
目
的

83．『南阿測地法 巻三』「山谷一知術」

目
的

印
杭

残
印

印
杭

二
百
間
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84．『南阿測地法 巻三』「大里術」

本
座求程三里

再
望
戌
五
分

申二分三十八町

八

七 六
午
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85．『南阿測地法 巻二』「円周知術」

本
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開
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五

五
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86．『南阿測地法 巻二』「谷ノ浅深ヲ模町間之術」

本
座

谷底の曲折に随い目的を望的し勾配正し定木の口模し盤に墨を引く

87．『南阿測地法 巻四』「早絵図法術」

甲

乙

申
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町

甲

乙

山

杜

宮
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88．『南阿測地法 巻三』「早絵図之術」

本
座開

地

見
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す
高
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目
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89．『南阿測地法 巻五』「走船江大筒石火矢之術」
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90．『南阿測地法 巻七』「船路之術」

91．徳島藩と他藩の絵図仕立て法

1）寛政11年『南阿測地法 巻七』の「国図用法」

2）『図解 南阿量地法国図附録 全』

3）越中・石黒信由、享和2年『測遠要術 五巻』、文化
9年『御検地領絵図仕立法』

4）五十嵐孫作、享和2年『領絵図仕立之事』

5）清水流伝書、享和2年『清水流規矩術町間 秋 国
図枢要』

6）渡辺慎述編『伊能東先生流量地伝習録』



56

92．村触と絵図御用指出帳

1）『測地法 七巻』「村触之事」

２）『南阿量地法 仕立之法』

→岡﨑家より沿道の庄屋五人組・伝馬才判方
へ書面を送付→郡代よりの布達（享和2～文化

５年頃）「此度岡﨑三蔵義御国御用として何郡
村へ罷り越し候申し聞え次第役人共罷り出で、
人夫仕立その余諸事差し支えざる様、達すべ
き候なり」と郡代名で村役人共に命じている。

93．現存する「絵図御用指出帳」

１）「板野郡笹木野村絵図為御用被仰付諸品指出帳
控」（春日神社文書）

２）「文化五巳年四月 名東郡芝原村御高田畑町数
神社佛閣寺院人家数村境旧蹟相記奉指上帳」（『徴
古雑抄続編附録』所収、芝原村以下19ヶ村）

3）「文化十四丑年八月 御国絵図御用ニ付海部郡

塩深村田畠反高其餘共相調帳」（徳島県立文書館蔵
岡部文書）

4）「那賀郡陰谷村五人組忠兵衛指出帳」（徳島県立
文書館蔵）
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94．おわりに（1）

1）徳島藩実測分間村絵図・郡図・国図作製事業に関する藩
政文書・記録等ほとんど現存せず
2）岡﨑家の事績→明治末・大正期筆写→内容に疑問点多し
3）岡﨑家初代治兵衛顕祖（紀州和歌山）→長崎、樋口権右衛
門から天文学→正保2年（1645）２月、長崎遊学の徳島藩家老
長谷川越前の誘いで徳島へ大いに疑問（越前の長崎遊学の
記録「草案」「藩幹譜」になし）
４）初代岡﨑治兵衛→誰の誘いで徳島に来たかは不明
５）岡﨑家事績→４代三蔵宜陳、藩の無足「五人扶持支配十
三石」取立（『絵図面』）→藩の記録「賞罰帳」に記載なし
6）岡﨑三蔵の測量法（『南阿測地法』）→定説＝清水流規矩
術の流＋村井昌弘（樋口系）『量地指南』（前編は享和期に刊
行）の影響が強いと考える

95．おわりに（2）
7）実測絵図作製過程＝実測分間村絵図→編集＝分間郡図
→編集国図のプロセス（徳島藩のみ）

8）分間絵図の作製目的→行政基本図、村・郡境の確定、図
域の内部を測量、飛地・論所の明示→他藩のような地方改
革の一環としての絵図作製という政治目的は薄い

9）資料的意義→精密な地形区分表現（山麓線・海岸線・山

地・平地・ラグーン）＝平面的、土地利用区分＝田畑・池・
堤・荒地・採草地・新田、微細な村落景観、主要なランドマー
ク→藩政村・郡・国の空間構造の精密な復原可能

10）分間村絵図と検地絵図・地方文書（検地帳・拝知水帳）
等との1筆クラスの摺り合→村落の社会構造の復原可能

10）近世後期の先進藩の実測絵図と比較しても精度・精緻
度は高い→近代実測地図のさきがけとしての意義大


